
103 愛知川流域の港紙施設

三重県と県境を画する鈴鹿山系の一つ御池f査(1，220

m)付近に淑を発する愛知川は湖東地方に1It:'.沃な毅倉

地僚を形成している。湖東地方il;t.古代からl時に相応し

た|制強により地形は褒化し、その痕跡を粂恩制i立織と

して日月H~そにとどめている。

愛知川流域における条翠制逃械は、神的君E条里 ・愛

知郡粂皇帝IJ地I，I]1Jである統一条皇制l員!!審IJ(斜行条箆制地
釦iJ)と南北方向を主剥lにもつ古条皇制地包IJとがある。

統一条皇制地割(;t平安時代以降の所iffiと考えられ、琵
琶湖汀線および東山道を基準に施行されたと考えられ

ており、主指hを401.支前後来へ振る。古条皇制J也容IJはそ

れ以前の開発によるものとみられ、点在する古条皇制l

地l!iJJの中に多くの寺院跡、官術跡、築港跡等の遺跡を

みることができる。これは逃跡の廃絶後、そのま~本的

方位fをそのまま利用し、水聞としたものと恩われる。

これら粂皇制地容1]には水稲良業に不可欠なi桜紙期水

路も含まれ、水回開発に盛裂なウエイトを占めている。

しかし、 1973年より始められた「愛知川流域大規模ほ

場猿備司王君主J は1日来からの嵯畔および用水路をー|燐の

うちに削平し、近代的な耕地と変えている。ょの事業

の主目的{立農業の機械化による生産の向上であって、

水回の等一区画、 irii紙用水路 ・j災道の務備にまi肢をお

いている。このため、今までの水手IJ系統は無笑化し、

ダム等を中心とした近代的水平IJ系統に移1Tさせ、ニれ
までの水不足を解消しようとするものである。

現在、愛知川流域におけるは場経備事業の進紗E容は

50%をこえ、特にお岸は80%以上といわれている.こ

のことから、湖東特有の土地景観は失われ、理主などに

絶えられていた「ホタ木(ハンノキ)J、ポンプ小屋、井

戸等をうかがうことはできない。まして、小字名や坪

名を地形から把握することは至総とさえいわれ、わず

.，，，c.-智司E 唱曲2・ー かに|日地形図、!日航2E写真のみで

知る ζ とができるだけである。

このような状況下において、消

えつつある愛知川流域における滞

縦用水路をこの紙商をかり紹介し

てみたい。

愛知川流域て。(;t.ITiii佼用水路を「

井」とH乎称し、愛知川両岸に11弁・

が閥自IJされている(第2図)。左岸

には東から池田井 ・高チ1・・駒子1二・
音問弁があり、右岸iこは外井 ・背

山弁 ・ 新郷ヂ|ニ ・ 愛知弁 ・ ~内井 ・

安室Ei月二と愛知井に取り付・〈天明井
とがある。これらは湖東地方 l市

5町の71<回約1，543町(約1，530ha)

をif到しているのて'あるが、これだ

けの商戦を上記の各弁のみでは水

量は不足するため、各弁の周聞に

は数多くの初動期揚7J'(ポンプおよ

び沼地が併設されている。特に、

愛知川布岸にその傾向が強い。

第 l図 愛知弁、黒内弁、安室井周辺航空写真

ここで、湖東地方で代表される

愛知井をながめてみよう。愛-知弁

については中野栄夫、小林健太郎
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愛知川流域濯漉用水一覧表 (愛知川土地改良iJt務所E荷重量}

図E制 tm総i曽検正田rn  
内 lIf{ 

-'5' 水路~， f昏.¥;- 区 減 側..，.・!OIll
4柑

霊E池回JI' l 90.9 
永iP..i-:;，町山上 69.6 m水不足
八日市市池田 21. 3 

鈎1宮古 持 2 237.7 
八日市市 池問、今代、寺、閥郎、上大潟 128.1 
M 林図、御問、五官、大主主 109.6 4劫水織にて補給

111 
駒 1宇 3 167.9 

八日市市券、五守、林図、寸，，J，路 91. 1 
11 111合帯、野村、外、八日ili 77.8 ぬ水処にて術給

1I. 八岡市市妙法寺、野村、外 97.1 
/j! ba持 4 257.8 11 八日市堺、京本田丁、浜野 6.5 4め水織にて鞠11給

11 建都 、建都北、犯E部上中、泌総ロム 154.2 11 

外井 5 30.0 愛東町外、小倉 30.0 

軍主 -w山列= 6 40.0 愛*田T r，'f山、 e投機 40.0 

3町?似~)Iユ 7 55.0 '$! ~!町 必娘、妹、中戸、総t工、上山本 55.0 J己量~itJ Iユ

知I 世E旋回T J二IP本-t:~ 22.3 Jド11に 8の天明;j.t-取リ つ〈
iNJ点町内容守、 1勝主主 35.5 

役~n.Jド 9 332.3 
11 1)珍喧芯 17.0 4め水機lニて全般有11給
11 m7l<中、庭、小池 50.0 11 有Jj事行川|
11 録、 小 口1貰町、下tj1本 、中山本 140.0 

後世n川町制11問、:iJZ府、苅I何 67.5 tぬ水機lニて事ilJ給
イf1.¥¥1人11ド 10 74.6 iNI 1I! IIIT ヰ巾じJ，!水、下体本、小即刻、大iI'171<、市70'1* 54.8 

11 ;JtIi'l対t 19.8 l~*f到底にて MJ車合

l;E 彼女n川fJlT 点1司法イ来、 ~1?椅
当主1・111)1' 11 256.3 " 川久

11 磯部、石燃

らによって詳細に述べられているため、概観するにと

どめる.水源iま愛知JlIに求められ、愛東町総江と上岸

本の中間付近の愛知川イ，/~}tJ1:.に取水口を設けていたよ

うである.現在そこに「池樋J(第4図)がみられ、お

そらく以前から位:径は移動していないと思われる.そ

のj也樋も近年使用されていないことからJII!もれていた

のであるが、今問、湖東町、愛*町により清婦され会

4ft.を再び現わした.池樋{ま縫防に沿って長さ13.0m、

制7.5m、深さ約4.0mの平而四角形、控訴蘭台形の穴を

J認リ各面Iを右似みする.応部には撲が敷かれ、その中

央に南北にのびる織がある.泌l主張さ1.2m、煽O.3m

の切石8枚で被う.PQ1iの;rjf!'(みは愛知川tリ採取し
たI{(径約40cmの丸い析をmぃ、不規則に将iみよげる。
石松みは!J~防1111りが特に大きく、認さ 13 . 0m を狽1) る。両

Il!1Jの;rj~~tみはぬl刷lllJ の中 IIfl位より下部に 1W ま札、 i窃さ

約 2.0mをilliJる。 ;1じ1111JI~ i也樋を巡るためにもうけられ

た泌防にあり、その下liIlftMで給ばれている。低音Eに

椛築されている前の榊j1lは不1リ1 であるが、対'~Iま愛知l 川

まて'Ui'ri廷で結ぼれていると聞く。笈-知川の川原にH音渠

の一部とみられる木A!llが搬飽きれている。

愛知弁11ζのれl!.他から上巾本を北ヒし、進路を北西

に転じ春日事jl祉の備を通過し、湖東町下岸本の東側を

jたれ、方ruJを:jI~ぴ北へ転じ湖東町長、清水中、愛知川

町制回までいたり水路は消滅する.なお、清水中から

は水路は問状に分水さ il~lillの水回を潤おす.途中愛

知弁は愛知川によって形成され新潟l弱状地から高位の

{仏位段丘函へと水路を3たせている.この精進および形

態について小林氏I立地形の傾斜率より愛知弁の水底傾

斜率引&くおさえ、さらに川幅を広くすることにより

川床を向くする総i主であることをのべ、愛知弁の水碩

200.0 !!d水機にて判Jj紛
10.5 
45.8 Jll*予fミJi!.

高と周辺の*Dlt:iとはあまり変らないまでにいたり、

fui単な弁援によリ7)<[[1への分水が可能となるとしてい

る。

この愛知#・には別に、天明JI:が取リイ寸〈。・愛知井の

j也樋に愛知川袋~)jに沿って桜紙する水路がそれで、約

O.5k聞をmqる。 Jt-口は rーノ弁」と呼li'tl、愛知川よ

リ取水する.この夫191井tま他のtt-とは黙なり、直接水
図を潤す用水路ではなく、すべてを愛知弁へ流し込ん

でいる.愛知弁との被鋭部分をみると、被絞書事の直前

をS字状に水路をl凪Ilbさせ、一本の水路が愛知川iへの

びている.二III立、ヲe'列:Jtがm水した時余分な水を樋
門でmぎ愛知川へ流出するようになされたもので、天
明弁の中央部分にも同}i6i訟をみる。

ヲモ1羽ヂ|二1;1名iliJのとおりヲモ191~1~rnl( 1781-89.í手)に湖東

町小田刈の k7J~係ホ術1"1 によ って新殺されたものであ

るが、その総.iii l~明らかではなか勺た。しかし、昭和

56年愛知川ダム内怜似工~J"7J(夫 l仰列二部分で笑lÆiされ、

その構造が『切らかにさht..:.11寺より後沢家文;f!?を絞壊

されていた愛沢家 f係;rj川米チ氏は ~~f町史談会等の

人々と共に、天明Jt-の保存を191<熱?泣きれ、-ff[Sを現

状で保存されることになった。この工事写:nおよび矢
明井の一部の略図が先年 r唆沢家文~HI録』として滋

賀県立図'cJ館よけ刊行された.

それによると、第3図に示したごとく天明弁は上下

二重権迭をなす用水路で、上官官はお組の一般的な構造

を呈し、下部11丸太を組み令わせたftd!ぷ椛造の木枠水

路である.下部木枠水路はl立径約15cmの丸太杭を1.3

m幅でl.O-1.3mr.ll隔に打ち込み、各伐の上織に丸太
を架せホゾで組み合わせる.その上にやや細自の丸太

を横方向に密に然す.同11時前l立土砂の流入をふせぐた
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第3図 天明弁用水E盛時国

め、直径lOcm弱の丸太を*に立てる.こうしてできた

木l降水路の上部には玉石が敷かれ、上部水路の底部と

している.

この』構造li下部水路に充満した水が上部に湧き出る

ように考案さiLたものとみられ、地下を流れる愛知川

および、上流からの伏流水をすべて取水しようとした

のであろう。これにより、直娘愛知川より取水する水

がぬれでも者首相1可能である.しかし、役大の理由は愛
知川の河床低下により、今まで利用していた愛知井井

口からの取入れが困難とな ったため、より上流に用水

取入口を求めたためであると思われる。なお、愛知労ニ

池樋に取り付〈愛知川からの桁挺は、詳細は不明であ

るが、木:1'¥¥のt，Yljz‘がヲミl羽井下部木作水路と鯨似する形
態を呈しており、突明井殻illの時に新設もしくは修復

された可能性がある。

その他の弁で現在も機能をはたしているものは、高

井、音問弁のみである.安登井、t県内弁は愛知111から
の井口li閉塞され、伏流水のみを水線としている。特

に安蜜井li安鐙JlIとして全面的に改修されているが、

Jレートが変更になった個所、すなわち湖東町小田刈西

方の愛知川堤防部分と巡遊町矢守集落内に18水路を概

観することができる.

黒内弁li大部分を愛知1井の伏流水にたより、安雪量弁

に接続する.この井は、愛知弁と安登井の中央をカバ

ーように設置されておリ、瀦紙面積も上記の井より少

第4図愛知弁池樋

ない。

きて、これら各ヂ1・はいつ頃Hf.J殺されたのであろうか。
一般にifiiiJ'l.'t技術は中世lii2悶H寺代に発展し、江戸時代に

ピークに途したといわれている。

愛知川流域のi磁波用水路で時JUIのI閃械なものは、先

述の天明井のみで、 f也l立不明な点が多い。ただ、新郷

弁li元総江井と呼ばれ、3il夜年1111(1751-例年)の開設

だろうと言われている.また、安笠井も江戸時代の所

産とされているが、資料的に時期を決定するにいたっ

ていない.

その中にあって、愛知井は用水の方位および、愛知

弁をと 1)閉む荘聞との関係から上記の井より遡るむの

と考えられている.方位的には愛知都でいうi!:i粂皇制i

地illの方位を示す.これは、白鳳j例以降に建立される
寺院や官街 ・ 』長潟E療の4届.rr~主主1!物と問一方位であり、

特に、愛知川町側図に所:tEする畑悶廃寺は、愛知井が

清水中から扇状に広がる水路と水飴に国まれる状態で

ifi:存し、興味ある位ia関係を示している。
愛知1井と寺領との関係をみると、愛知井によってi磁

波される範聞には元w寺や3医大寺の寺舗が分布する。
これら寺領は夫平IJ券3i5 ir:.(753)から 6if!にかけて初

めて設定されたもので、当初12-161町程J交の規絞であ

ったとみられている.このことから、愛知井の大部分

は8世紀までになされた用水路とみることは可能で、あ

る。ただ、畑図廃寺には白瓜:IllJまで遡iる遺物が出土し
ており、 8世紀に寺領が鮫定される以前に当地は在地

豪族の農地として開発されていたとみることもでき、

それが8世紀になり大寺院の寺領として2盛田されたも
のと考えられる.このことについては紙面の関係上、

これ以上言及することはできないが、愛知川底辺の開

発状況を究明することは、古代に必ける地方の政治形

態を解明する有力な予懸となリ、現在進められている

各地の発綴調奈の結来とを考え合わせて、縞をあらた

めて論述してみたい.

(葛野泰樹)
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